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江津市立高角小学校 令和 6年度 学校経営基本計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めざす子ども像（育てたい力） 

たのしむ子（たのしむ力）…一人ひとりが学校生活を楽しめる子であってほしい！ 

かかわる子（かかわる力）… ひと・もの・こととの関わりを喜び・楽しんでほしい！ 

つづける子（つづける力）… 努力を続けることを楽しみ、達成することを喜んでほしい！ 

ののびやかな子（緩やかに伸びる力）… 自分・友だちが緩やかにつながり、のびのびと生

活できる時と場を創り、成長してほしい！ 

日本国憲法 教育基本法 学校教育法 島根県の教育理念（しまね教育魅力化ビジョン） 
『ふるさと島根を学びの原点に 未来にはばたく心豊かな人づくり』   

 ・自ら課題や展望を見いだし、粘り強く挑戦し学ぶ人 

 ・人とのかかわりやつながりを大切にし、新たな社会を創造する人 

 ・自然や文化を愛し、自他を共に大切にする優しく強い人 

島根の子どもたちに身に付けてもらいたい学力 

 主体的に課題を見つけ、さまざまな他者と協働しなが

ら、答えのない課題に粘り強く向かっていく力 

江津市教育大綱(2021年～2025年) 

≪教育ビジョン≫ 

 ふるさと江津を愛し、豊かな心で、明日を創る人 
≪目指す姿≫ 

１ ふるさと江津で、生涯学び続けようとする人 

２ 多様性を認め、自他を尊重する人 

３ 夢と志を持ち、未来を切り拓こうとする人 

小学校学習指導要領 
◎主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を通し

て、創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開する 

◎豊かな創造性を備え持続可能な社会の創り手となることが

期待される児童に、生きる力を育む 

◎教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の

質の向上を図っていく（カリキュラム・マネジメント） 

人財育成の推進と充実 （学び続ける職員） 
・OJTによる相互研鑽（初任研、教育実習指導、研修） 

・同僚、保護者、地域の人から生き方を学ぶ姿勢 

・校外の人から、広い視野から、学ぶ 

ふるさと・キャリア教育の充実 

「ふるさとのひと・もの・ことを学び・関わる」 

「自己を見つめるキャリア・パスポートの活用」 

高角のふるまい 
あいさつ・返事・言葉づかい 

掃除・はきものそろえ・廊下歩行 

人権・同和教育の推進 
「なぜ？」と背景を考える 

進路保障の理念に基づいた支援 

1:29:300の小さな気付き、共有する見取り 

初動の取組（初期対応、事実確認、相談、連絡・報告）の重視 

学校教育目標 

豊かな心とたくましさをもち、確かな学力を身につけ続ける子どもの育成 

学校経営目標 

一人一人が主役 みんなが創る 高角小学校 

学力育成(研究主題) 
「児童が、自らの考えをもち、互いの考えを伝え合う授業づくり」 

～ 深い学びの姿を求めて ～ 
 

総
務
部 

連携・協働 連携・協働 家庭 地域 安 全 な 学 校 ・ 安 心 で き る 学 校 ・ 人 権 を 大 切 に し 、 人 権 を 守 る 学 校  

○朝活動の充実～静かな環境からのスタート～落ち着いた学校生活 

学級の目標  児童会のめあて 

□朝読書・朝学習の徹底  読書・タブレットドリル等 

 

 

 

 

  

 

 

 

研
究
部 

指
導
支
援
部 

教
務
部 

○子どもの学習・活動がみえる校内掲示づくり 
□学習活動の写真掲示 

□季節ごと、随時に計画的に更新 

学習環境を整える 

自律と自己決定力の醸成 
○児童が安全な廊下歩行～右側を歩く～自律習慣 
□全校一斉の指導、児童会の取組を促す 
  放送等を使って・繰り返し‥評価→意識から習慣へ 

○教職員が児童理解を深め、子どもどうしをつなぐ 
□生徒指導職員会(１回/月)、アンケート等により、 
多面的・多角的に子どもを見取り、情報集約と共通理解を図る 

  □ソーシャルスキルタイムの実施 

○業務改善を進める □デスクネッツのさらなる活用～ルーチンの定着を図る 

□業務の精選・見直し(スムーズな事務処理・起案決裁・ルートや処理の見直し)を
常に図る 

校務のDX化を推進する 

○「はたらく」環境整備に取り組む 
□校内環境整備⇒生活しやすい・学習しやすい‥計画的な修繕、予算要望 

□職員室内、物品、PCデータの整理整頓 
⇒はたらきやすい環境づくり 

教材・指導方法の問い直し 

○教材研究を通した学び合い 

□子ども一人ひとりを大切にした学習方法を考え、チャレンジする 

□子どもが、「分かる、できる、楽しい」と思えるような個別最適な学び、協働的な学
びができる、よりよい指導方法を見つけていく 


